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鉄筋材料表（推進管HPΦ700）

径 本数
単位重量
(kg・m)

重量
(kg) 径 本数

1本当り
長さ(m)

単位重量
(kg・m)

重量
(kg) 形状 （kg）

鉄筋総重量

D16 24 1.560 37.440 D13 10 2.590 0.995 25.771 63.211

R1 縦方向鉄筋 横方向鉄筋R2

1m当り
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平 面 図
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（掘削部分） （掘削部分）（掘削部分以外）
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薬液注入工図(1)

薬液注入工図(1)

－

薬液注入工図(1)

注
・
施
工
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
工
事

　
　

標
準
仕
様
書
」
に
よ
る
。

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺

設 計 者 氏 名

令和　　年　　月　　日調 整 年 月 日

米 子 市 下 水 道 部

図　番

外浜系統　三柳処理分区

断面図

1020 760 1020

2800

坑口防護薬液注入工

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

既設 発進立坑

平面図

側面図

▽4.13

no.1 到達立坑

平面図

側面図

▽3.85

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.604

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
2
3
4

掘
削
長

　
6
5
3
4

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

no.2 中間立坑

平面図

側面図

▽4.04

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.670

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
4
9
0

掘
削
長

　
6
7
9
0

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.670

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
4
9
0

掘
削
長

　
6
7
9
0

no.3 中間立坑

平面図

側面図

▽4.11

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.709

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
5
9
9

掘
削
長

　
6
8
9
9

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.709

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
5
9
9

掘
削
長

　
6
8
9
9

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

坑口防護薬液注入工

no.4 中間立坑

平面図

側面図

▽4.14

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.731

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
6
5
1

掘
削
長

　
6
9
5
1

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.731

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
6
5
1

掘
削
長

　
6
9
5
1

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
2
0

7
6
0

1
0
2
0

2
8
0
0

坑口防護薬液注入工

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.736

2000

1
0
0
0

7
6
0

1
5
4
0

3
3
0
0

土
被
り

長
　
3
6
4
6

掘
削
長

　
6
9
4
6

本管部φ600

注
・
注
入
対
象
範
囲
は
標
準
と
す
る
。

（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）
（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.17m

推定土質柱状図
Bor-No.100 BP-4

3.77

0.87

-4.23

1

6

13

32

17

17

15

14

17

16

砂礫

砂

礫
混
じ
り
砂

砂

GL-2.85

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

大篠津皆生幹線その５工事

６／８



薬液注入工図(2)

薬液注入工図(2)

－

薬液注入工図(2)

注
・
施
工
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
工
事

　
　

標
準
仕
様
書
」
に
よ
る
。

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺

設 計 者 氏 名

令和　　年　　月　　日調 整 年 月 日

米 子 市 下 水 道 部

図　番

注
・
注
入
対
象
範
囲
は
標
準
と
す
る
。

外浜系統　三柳処理分区

no.5 到達立坑

▽4.02

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.214

2000

1
0
0
0
3
1
8

1
5
8
2

2
9
0
0

土
被
り

長
　
3
4
2
4

掘
削
長

　
6
3
2
4

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工

断面図

1041 318 1041

2400

坑口防護薬液注入工
1
0
0
0
3
1
8

1
5
8
2

2
9
0
0

no.6 発進立坑

▽4.06

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.274

2000

1
0
0
0
3
1
8

1
5
8
2

2
9
0
0

土
被
り

長
　
3
5
2
4

掘
削
長

　
6
4
2
4

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.254

2000

1
0
0
0
3
1
8

1
5
8
2

2
9
0
0

土
被
り

長
　
3
5
0
4

掘
削
長

　
6
4
0
4

no.7 到達立坑

▽4.10

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.372

土
被
り

長
　
3
6
6
2

掘
削
長

　
6
5
6
2

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.322

土
被
り

長
　
3
6
1
2

掘
削
長

　
6
5
1
2 2000

1
0
0
0
3
1
8

1
5
8
2

2
9
0
0

2000

1
0
0
0
3
1
8

1
5
8
2

2
9
0
0

本管部φ300

既設 発進立坑

▽4.13

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工

坑口防護薬液注入工

管底高　▽-1.463

2000

1
0
0
0
3
1
8

1
5
8
2

2
9
0
0

土
被
り

長
　
3
7
8
3

掘
削
長

　
6
6
8
3

平面図 平面図 平面図

平面図

側面図 側面図 側面図

側面図

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工
（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）
（二重管ストレーナー工法） （二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

大篠津皆生幹線その５工事

７／８



2000

薬液注入工図(3)

薬液注入工図(3)

－

薬液注入工図(3)

注
・
施
工
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
工
事

　
　

標
準
仕
様
書
」
に
よ
る
。

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺

設 計 者 氏 名

令和　　年　　月　　日調 整 年 月 日

米 子 市 下 水 道 部

図　番

注
・
注
入
対
象
範
囲
は
標
準
と
す
る
。

外浜系統　三柳処理分区

no.3 中間立坑

▽4.11

坑口防護薬液注入工

管中心高　▽1.595
管底高　▽1.52

1
0
0
0
3
1
8

掘
削
長

　
3
6
7
4

2000

断面図

1041 318 1041

2400

坑口防護薬液注入工

1
0
0
0
3
1
8
9
8
2

2
3
0
0

既設 発進立坑

▽4.13

坑口防護薬液注入工

管中心高　▽1.785
管底高　▽1.71

1
0
0
0
3
1
8

掘
削
長

　
3
5
0
4

no.5 到達立坑

▽4.02

no.6 発進立坑

▽4.06

坑口防護薬液注入工

管中心高　▽1.640
管底高　▽1.59

1
0
0
0
2
6
8

掘
削
長

　
3
5
5
4

取付管部

坑口防護薬液注入工

坑口防護薬液注入工

管中心高　▽1.355
管底高　▽1.28

1
0
0
0
3
1
8

掘
削
長

　
3
8
2
4

坑口防護薬液注入工

EL=1.64

1
0
9
6

管中心高
▽EL=1.595

1
5
9

4
5
1
1
4

EL=1.64 EL=1.64

EL=1.64

断面図

1041 318 1041

2400

坑口防護薬液注入工

1
0
0
0
3
1
8
7
8
2

2
1
0
01
0
8
6

7
8
2

管中心高
▽EL=1.785

1
5
9

1
4
5

断面図

1041 318 1041

2400

坑口防護薬液注入工

1
0
0
0
3
1
8
1
1
8
2

2
5
0
0

1
0
5
6

管中心高
▽EL=1.355

断面図

10162681016

2300

坑口防護薬液注入工

1
0
0
0
2
6
8
9
3
2

2
2
0
01
0
6
6

管中心高
▽EL=1.640

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

坑口防護薬液注入工

2000

1
0
4
1
3
1
8
1
0
4
1

2
4
0
0

2
8
5

1
5
9

1
2
6

2000

1
0
1
6
2
6
8
1
0
1
6

2
3
0
0

平面図 平面図 平面図

平面図

側面図

側面図 側面図 側面図

1
3
4

2000

1
2
8
2

2
6
0
0

土
被
り

長
1
0
7
4

2000

1
1
8
2

2
5
0
0

土
被
り

長
1
0
0
4

2000

1
4
8
2

2
8
0
0

9
3
2

9
8
2

土
被
り

長
1
0
5
4

1
2
3
2

土
被
り

長
1
0
2
4

2
5
0
0

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）

（二重管ストレーナー工法）（二重管ストレーナー工法）（二重管ストレーナー工法）

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図
R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

粗砂

中砂

粗砂

シルト

質砂

GL-2.45

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

大篠津皆生幹線その５工事

８／８



▽3.85

▽-1.604

▽-2.204

▽1.705

▽-0.997

▽4.04

▽-2.040

▽-1.670▽-1.670

▽1.446▽1.535

図示

注
・
施
工
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
工
事

　
　

標
準
仕
様
書
」
に
よ
る
。

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺

設 計 者 氏 名

令和　　年　　月　　日調 整 年 月 日

米 子 市 下 水 道 部

図　番

外浜系統　三柳処理分区

 小型立坑仮設図(1)(参考図)
・no.1到達立坑φ2000

・no.2中間立坑φ1800

小型立坑仮設図(1)(参考図) 縮尺 1/40

小型立坑仮設図(1)(参考図）

no.1 到達立坑

平　面　図
円形覆工板詳細図

呼び径φ2000

鋼製ケーシング t=12mm
(呼び径 φ2000mm)

φ2400

平面図 断面図

φ2400

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ2000mm用)

HP　600

2113

HP　600

2101

引抜完了時掘削完了時

ボルト接合

掘削底面

▽3.85

2
4
0
0

2
0
0
0

12 呼び径φ2000 12

(
先

頭
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
最

終
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
仮

設
ケ

ー
シ

ン
グ

)

2
0
0

掘
削

深
 
7
0
5
4

圧
入

深
 
7
2
5
4

▽-3.204

12 呼び径φ2000 12

7
0
0

3
0
0

9
0
0
以

上

1
0
0
0

立
坑

深
 
6
0
5
4

掘
削

深
 
7
0
5
4

ケ
ー

シ
ン

グ
長

 
6
3
0
0

5
4

底盤コンクリート
(30-18-20)

HP　600

2113

HP　600

2101

9
0
0

(
引

抜
き
長

)

流用土埋戻し

コンクリート埋戻し
σck=18N/mm2

2
7
8
0

3
2
7
4

溶接接合

3
9
0
0

1
5
0
0

1
4
4
6

ケーシング切断

調整コンクリート

　200

2112

VU　150

Ａ

VP　200

2112

no.2 中間立坑

平　面　図
円形覆工板詳細図

呼び径φ1800

鋼製ケーシング t=12mm
(呼び径 φ1800mm)

平面図 断面図

HP　600

2113

HP　600

2113

φ2200

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1800mm用)

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1800mm用)

φ2200

引抜完了時掘削完了時

ボルト接合

掘削底面

▽4.04

2
4
0
0

2
0
0
0

12 呼び径φ1800 12

(
先

頭
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
最

終
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
仮

設
ケ

ー
シ

ン
グ

)

掘
削

深
 
7
0
8
0

圧
入

深
 
7
2
8
0

▽-3.040

12 呼び径φ1800 12

7
0
0

3
0
0

1
0
0
0

立
坑

深
 
6
0
8
0

掘
削

深
 
7
0
8
0

9
0
0

(
引

抜
き
長

)

コンクリート埋戻し
σck=18N/mm2

溶接接合

3
9
0
0

HP　600HP　600

ケ
ー

シ
ン

グ
長

 
6
3
0
0

8
0

1
5
0
0

1
4
2
0

ケーシング切断

2113 2113

2
0
0

VU　150

Ｂ

VU　150

Ｂ

流用土埋戻し

(
6
5
0
以

上
)

6
7
0

底盤コンクリート
(30-18-20)

2
5
5
0

3
5
3
0

VU　150

Ａ

1/4

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図

R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

-7.71

粗砂

中砂

粗砂

シルト
質砂

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

 8

19

30

GL-2.45

大篠津皆生幹線その５工事



▽4.14

▽-2.101

▽-1.731▽-1.731

▽4.11

▽-2.059

▽-1.709▽-1.709

▽1.859
▽1.714▽1.75

▽1.52

図示

注
・
施
工
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
工
事

　
　

標
準
仕
様
書
」
に
よ
る
。

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺

設 計 者 氏 名

令和　　年　　月　　日調 整 年 月 日

米 子 市 下 水 道 部

図　番

外浜系統　三柳処理分区

 小型立坑仮設図(2)(参考図)

小型立坑仮設図(2)(参考図）

小型立坑仮設図(2)(参考図) 縮尺 1/40

・no.3中間立坑φ1800

・no.4中間立坑φ1800

no.4 中間立坑

引抜完了時掘削完了時

溶接接合

ボルト接合

掘削底面

▽4.14

2
2
0
0

2
0
0
0

12 呼び径φ1800 12

(
先

頭
ケ
ー

シ
ン

グ
)

(
最

終
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
仮

設
ケ

ー
シ

ン
グ

)

掘
削

深
 
7
2
4
1

圧
入

深
 
7
4
4
1

▽-3.101

12 呼び径φ1800 12

7
0
0

3
0
0

1
0
0
0

立
坑

深
 
6
2
4
1

掘
削

深
 
7
2
4
1

9
0
0

(
引

抜
き
長

)

コンクリート埋戻し
σck=18N/mm2

溶接接合

2
1
0
0

2
2
0
0

(
中

間
ケ

ー
シ

ン
グ

)

ケ
ー

シ
ン

グ
長

 
6
5
0
0

4
1

1
5
0
0

1
4
5
9

ケーシング切断

2
5
5
0

3
6
9
1

2
0
0

no.3 中間立坑

平　面　図
円形覆工板詳細図

呼び径φ2000

引抜完了時掘削完了時

ボルト接合

掘削底面

▽4.11

2
4
0
0

2
0
0
0

12 呼び径φ2000 12

(
先

頭
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
最

終
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
仮

設
ケ

ー
シ

ン
グ

)

掘
削

深
 
7
1
6
9

圧
入

深
 
7
3
6
9

▽-3.059

12 呼び径φ2000 12

7
0
0

3
0
0

1
0
0
0

立
坑

深
 
6
1
6
9

掘
削

深
 
7
1
6
9

9
0
0

(
引

抜
き
長

)

溶接接合

4
0
0
0

ケ
ー

シ
ン

グ
長

 
6
4
0
0

6
9

1
5
0
0

1
4
3
1

ケーシング切断

流用土埋戻し

2
0
0

HP　600

2113

HP　600

2113

HP　600HP　600

2113 2113

平　面　図
円形覆工板詳細図

呼び径φ1800

鋼製ケーシング t=12mm
(呼び径 φ1800mm)

平面図 断面図

φ2200

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1800mm用)

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1800mm用)

φ2200

HP　600

2115

HP　600

2113

HP　600

2115

HP　600

2113

VU　150

2114

VU　150

Ｃ

流用土埋戻し

VU　150

取付管

VU　150

取付管

VU　150

取付管

VU　150

取付管

鋼製ケーシング t=12mm
(呼び径 φ2000mm)

φ2400

φ2400

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ2000mm用)

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ2000mm用)

底盤コンクリート
(30-18-20)

6
5
0
以

上

底盤コンクリート
(30-18-20)

平面図 断面図

　200

2114
VU　150

Ｃ

(
6
5
0
以

上
)

6
7
0

2/4

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図

R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

-7.71

粗砂

中砂

粗砂

シルト
質砂

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

 8

19

30

GL-2.45

大篠津皆生幹線その５工事



▽4.02

▽-1.514

▽-1.214

▽1.28▽1.241

▽4.06

▽-1.629

▽-1.274▽-1.254

▽1.59

▽-1.164

小型立坑仮設図(3)(参考図) 縮尺 1/40

図示

注
・
施
工
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
工
事

　
　

標
準
仕
様
書
」
に
よ
る
。

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺

設 計 者 氏 名

令和　　年　　月　　日調 整 年 月 日

米 子 市 下 水 道 部

図　番

外浜系統　三柳処理分区

 小型立坑仮設図(3)(参考図)
・no.5到達立坑φ1500

・no.6発進立坑φ2000

小型立坑仮設図(3)(参考図）

no.5 到達立坑

平　面　図
円形覆工板詳細図

呼び径φ1500

鋼製ケーシング t=12mm
(呼び径 φ1500mm)

平面図 断面図

引抜完了時掘削完了時

溶接接合

ボルト接合

掘削底面

▽4.02

2
4
0
0

2
0
0
0

12 呼び径φ1500 12

(
先

頭
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
最

終
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
仮

設
ケ

ー
シ

ン
グ

)

掘
削

深
 
6
5
3
4

圧
入

深
 
6
7
3
4

▽-2.514

12 呼び径φ1500 12

7
0
0

3
0
0

1
0
0
0

立
坑

深
 
5
5
3
4

掘
削

深
 
6
5
3
4

9
0
0

(
引

抜
き
長

)

コンクリート埋戻し
σck=18N/mm2

3
4
0
0

ケ
ー

シ
ン

グ
長

 
5
8
0
0

3
4

1
5
0
0

1
4
6
6

ケーシング切断

流用土埋戻し

2
0
0

VP　300

22352233

　200

2234

VU　150

取付管

φ2000

φ2000

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1500mm用)

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1500mm用)

VP　300

2235

2233

VU　150

取付管

　200

2234

no.6 発進立坑
平　面　図

円形覆工板詳細図

呼び径φ2000

鋼製ケーシング t=12mm
(呼び径 φ2000mm)

φ2400

平面図 断面図

φ2400

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ2000mm用)

引抜完了時掘削完了時

ボルト接合

掘削底面

▽4.06

2
4
0
0

2
0
0
0

12 呼び径φ2000 12

(
先

頭
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
最

終
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
仮

設
ケ

ー
シ

ン
グ

)

2
0
0

掘
削

深
 
6
6
8
9

圧
入

深
 
6
8
8
9

▽-2.629

12 呼び径φ2000 12

7
0
0

3
0
0

5
0
5
以

上

1
0
0
0

立
坑

深
 
5
6
8
9

掘
削

深
 
6
6
8
9

ケ
ー

シ
ン

グ
長

 
5
9
0
0

8
9

底盤コンクリート
(30-18-20)

9
0
0

(
引

抜
き
長

)

流用土埋戻し

溶接接合

3
5
0
0

1
5
0
0

1
4
1
1

ケーシング切断

VP　300

2235

VP　300

2235

調整コンクリート

VP　300

2235

VP　300

2235

VU　150

取付管

VU　150

取付管

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ2000mm用)

底盤コンクリート
(30-18-20)

4
0
3
4

4
5
0
以

上

3/4

HP　300

VP　300

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図

R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

-7.71

粗砂

中砂

粗砂

シルト
質砂

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

 8

19

30

GL-2.45

大篠津皆生幹線その５工事



▽4.10

▽-1.672

▽-1.372▽-1.322

図示

注
・
施
工
に
つ
い
て
は
、
「
下
水
道
工
事

　
　

標
準
仕
様
書
」
に
よ
る
。

件　　　名

図　　　名

縮　　　尺

設 計 者 氏 名

令和　　年　　月　　日調 整 年 月 日

米 子 市 下 水 道 部

図　番

外浜系統　三柳処理分区

小型立坑仮設図(4)(参考図) 縮尺 1/40

 小型立坑仮設図(4)(参考図)
・no.7到達立坑φ1500

小型立坑仮設図(4)(参考図）

no.7 到達立坑

平　面　図
円形覆工板詳細図

呼び径φ1500

鋼製ケーシング t=12mm
(呼び径 φ1500mm)

平面図 断面図

引抜完了時掘削完了時

ボルト接合

掘削底面

▽4.10

2
4
0
0

2
0
0
0

12 呼び径φ1500 12

(
先

頭
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
最

終
ケ

ー
シ

ン
グ

)
(
仮

設
ケ

ー
シ

ン
グ

)

掘
削

深
 
6
7
7
2

圧
入

深
 
6
9
7
2

▽-2.672

12 呼び径φ1500 12

7
0
0

3
0
0

1
0
0
0

立
坑

深
 
5
7
7
2

掘
削

深
 
6
7
7
2

9
0
0

(
引

抜
き
長

)

コンクリート埋戻し
σck=18N/mm2

溶接接合

3
6
0
0

ケ
ー

シ
ン

グ
長

 
6
0
0
0

7
2

1
5
0
0

1
4
2
8

ケーシング切断

流用土埋戻し

2
0
0

VP　300

2235

φ2000

φ2000

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1500mm用)

鋼製ケーシング用　円形覆工板
(立坑呼び径　φ1500mm用)

VP　300

2235

VP　300

2235

VP　300

2235

底盤コンクリート
(30-18-20)

4
2
7
2

4
5
0
以

上

4/4

(m)

Ｎ　値

10 20 30 40 50

柱
 
状
 
図

土
 
 
　
質

標
 
高
　

GH=4.09m

推定土質柱状図

R3-Bor.1

1.59

-4.91

-6.31

-7.71

粗砂

中砂

粗砂

シルト
質砂

 4

 4

11

12

15

 9

17

16

23

14

 8

19

30

GL-2.45

大篠津皆生幹線その５工事


